












要約 

極小未熟児の脳室内出血の成因に関する臨床的な要因の研究において,研究対象の数が不

十分であると児の未熟性を十分に均一化することができない。その結果在胎週数など未熟

性の要因をコントロールできず,解析の目的としている要因に影響を及ぼし,正しい結果を

得ることが困難となる。本研究では,比較的多数の超早産児を対象として,周生期の臨床要

因と脳室内出血の関連性を検討した。その結果,従来報告されている通り新生児の疾患では

気胸が重要な因子であることが確認された。 

産科的な要因について解析した結果,重要な因子として出生体重 750g 未満のグループでは，

帝王切開分娩の群に有意に脳室内出血の頻度が少ないことが明らかになった。今後,この課

題については,さらに内在する因子の解析,症例の蓄積と分析が重要であると考えられた。 


